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出羽庄内森林組合

出羽庄内森林組合
（スマートフォン対応）

おらほの
林業人 Vol.

16

成 田 有 孝
（鶴岡市伊勢原町）

39歳（林業歴 11年）

●今後の目標
　組合に入って11年になります。危険な仕事です
が安全で効率の良い作業を心掛けたいと思います。
組合員の皆様、何卒よろしくお願い致します。

当組合ではきのこ種菌を販売しております。
ぜひご利用ください。

R6年春植え用（4月上旬入荷予定）

本　　　所：0235-35-2515
朝日出張所：0235-53-2155

（火・金 営業）

●シイタケ（春出）
●シイタケ（春秋）
●ナ メ コ（中生）

※上記以外の時期も取り扱っていますのでご相談ください。

取扱
品目

●河村式（　500コマ入/瓶）1,870円（税込）

●森　式（1,000コマ入/袋）4,620円（税込）

取扱
メーカー

きのこ種菌の注文受付中きのこ種菌の注文受付中

広葉樹市 販売数量

令和5年12月13日 258㎥

買方

18人

樹種・参考価格（高値）等
サクラ 4.00m 48㎝ 100,000円/㎥、ブナ 2.20m 50㎝ 56,990円/㎥、
ホオ 2.20m 46㎝ 49,980円/㎥、オニグルミ 5.00m 40㎝ 82,000円/㎥、
クリ 4.00m 46㎝ 67,900円/㎥、トチ 4.00m 60㎝ 169,000円/㎥

（市況概要） 天童共販所
　12/11は国有林より入荷した高品質材「前森スギ」の特選選木市
を行いました。前森スギは、6.00－10.00mの長尺材であり、23,000
円/㎥程度での落札となりました。若干、若齢級であった事、特寸
長尺材の案件なども弱さもあり、高値販売には至りませんでした。
　12/13は今シーズン初の広葉樹市を開催、過去最高の出材となり、
県外より新たな買い方が参入するなど、ブナ、ホオ、オニグルミな
どを中心に昨年以上の応札数・落札単価と大盛況の市となりました。

（市況概要） 庄内共販所
　12/18に70年～100年の高齢級材の他、定尺材の良材を入荷し、
納市を開催致しました。県内外からの買手側の活発な応札があり、
特に3.65m材は不足感も重なり、高値は16,000円台で落札と推移
しました。3.00mと4.00m材の柱材・中目材もほぼ完売となり、来年
度に向け買手側より、入荷増の要望を頂いております。
　冬期間は積雪の影響から出荷量の不足が見込まれることか
ら、現場での作業の際はお声かけ宜しくお願いします。本年度
は、出荷ご協力ありがとうございました。
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10月4日開催された羽黒高等学校森林保全活動

令和５年度　山形県森連木材流通センター　12月市況令和５年度　山形県森連木材流通センター　12月市況
単位　円／㎥
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新
年
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　
組
合
員
の
皆
様
に
は
、
つ
つ
が
な
く

新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。

　
旧
年
中
に
お
き
ま
し
て
は
、
本
組
合

の
事
業
運
営
に
特
段
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
五
月
に
開
催
し
た
第
二
十
七
回

通
常
総
代
会
に
は
多
く
の
総
代
の
皆
様

か
ら
ご
出
席
い
た
だ
き
改
め
て
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
昨
年
の
経
済
情
勢
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
法
律
上
の

位
置
付
け
が
五
類
に
移
行
し
た
こ
と
に

伴
い
日
本
経
済
も
感
染
前
の
状
態
に
戻

り
つ
つ
あ
り
ま
す
が
円
安
等
に
よ
る
輸

入
物
価
の
上
昇
に
よ
り
国
内
の
消
費
者

物
価
が
大
き
く
値
上
が
り
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
気
象
災
害
は
一
月
に
は
十
年

に
一
度
の
寒
波
が
日
本
を
襲
っ
た
ほ
か
、

七
月
か
ら
九
月
に
か
け
て
猛
暑
と
な
り

米
を
は
じ
め
と
す
る
農
産
物
の
品
質
や

収
穫
量
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い

ま
す
。
米
の
一
等
米
比
率
は
全
国
平
均

で
61
%
と
な
り
山
形
県
で
も
47
%
と
大

き
な
品
質
低
下
を
招
き
ま
し
た
。
地
球

規
模
で
の
気
候
変
動
に
よ
り
世
界
各
地

で
熱
波
に
よ
る
干
ば
つ
被
害
、
一
方
で

寒
波
や
豪
雨
等
に
よ
る
自
然
災
害
が
多

発
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
情
勢
の
も
と
、
林
業
・

木
材
産
業
に
つ
い
て
は
、「
ウ
ッ
ド

シ
ョ
ッ
ク
」
に
よ
る
一
時
的
な
木
材
価

格
の
高
騰
も
現
在
は
落
ち
着
き
を
見
せ

て
い
ま
す
が
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

や
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
は
世
界
各
国
の
経

済
政
策
や
活
動
に
強
い
影
響
を
及
ぼ
し

外
材
の
需
給
・
流
通
の
国
際
的
変
動
に

よ
り
木
材
需
要
の
不
透
明
さ
が
増
し
て

い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
中
、
組
合
で
は
第
二
次
中

期
経
営
計
画
及
び
組
合
系
統
運
動

（
R
3
〜
R
7
）
の
三
年
目
と
し
て
総
代

会
で
決
議
さ
れ
た
基
本
方
針
に
基
づ
き

各
部
門
の
取
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
は
じ
め
に
、
森
林
整
備
部
門
で
は
こ

れ
ま
で
策
定
し
た
森
林
経
営
計
画
に
基

づ
い
て
鶴
岡
市
少
連
寺
団
地
、
大
坂
山

団
地
、
庄
内
町
座
頭
塚
団
地
等
に
お
い

て
そ
れ
ぞ
れ
作
業
道
開
設
や
搬
出
間
伐

等
の
森
林
整
備
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
摩
耶
山
及
び
立
谷
沢
国
有
林
に

お
い
て
保
育
間
伐
や
伐
採
跡
地
の
植
付

け
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
庄

内
海
岸
林
を
中
心
に
国
、
県
、
市
が
発

注
す
る
松
く
い
虫
等
森
林
病
害
虫
防
除

事
業
を
継
続
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。

　
指
導
部
門
で
は
十
月
に
組
合
員
一
日

研
修
を
四
年
ぶ
り
に
開
催
し
最
上
町
の

森
林
バ
イ
オ
マ
ス
を
活
用
し
た
町
づ
く

り
を
視
察
研
修
し
た
ほ
か
、
地
域
座
談

会
や
組
合
員
の
た
め
の
相
談
会
を
開
催

す
る
な
ど
組
合
員
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に

努
め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
羽
黒
高
等
学
校
が
十
月
に
開

催
し
た
森
林
保
全
活
動
に
つ
い
て
は
事

前
の
準
備
作
業
や
当
日
に
安
全
指
導
を

行
う
な
ど
学
校
の
森
林
環
境
教
育
へ
協

力
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
従
業
員
へ

の
個
別
面
談
会
を
行
う
な
ど
就
労
環
境

の
改
善
に
も
努
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら

に
つ
い
て
は
、
二
月
下
旬
に
開
催
す
る

地
域
座
談
会
で
も
詳
し
い
情
報
を
提
供

組
合
長
年
頭
挨
拶

組
合
長
年
頭
あ
い
さ
つ

出
羽
庄
内
森
林
組
合

　
　代
表
理
事
組
合
長

　山
本
益
生

し
て
参
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
　

　
さ
て
、
戦
後
造
林
し
た
人
工
林
は
本

格
的
な
利
用
期
を
迎
え
て
い
ま
す
が
主

伐
・
再
造
林
の
循
環
利
用
は
ま
だ
進
ん

で
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、
間
伐
等
の
適
切

な
森
林
整
備
も
ま
だ
ま
だ
遅
れ
て
い
ま

す
。

　
森
林
組
合
系
統
運
動
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

は
『
地
域
森
林
の
適
切
な
利
用
・
保
全

と
林
業
経
営
の
更
な
る
発
展
』
で
す
。

当
組
合
も
そ
の
実
現
の
た
め
に
組
合
の

経
営
理
念
及
び
経
営
ビ
ジ
ョ
ン
の
も
と

組
織
の
充
実
強
化
を
図
り
収
益
性
の
向

上
と
経
営
の
安
定
化
に
努
め
て
参
り
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
組
合
員
皆
様

の
一
層
の
ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。
　

　
結
び
に
、
今
年
は
新
年
早
々
、
石
川

県
能
登
地
方
を
中
心
と
す
る
大
地
震
が

発
生
し
、
今
な
お
安
否
不
明
者
が
大
勢

お
り
被
害
の
全
容
も
把
握
で
き
な
い
状

況
が
続
い
て
い
ま
す
。
亡
く
な
ら
れ
た

方
々
の
ご
冥
福
と
被
災
さ
れ
た
皆
様
へ

お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
一

刻
も
早
い
復
旧
・
復
興
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　
地
震
や
豪
雨
災
害
等
、
自
然
災
害
が

多
発
し
て
お
り
ま
す
が
、
今
年
一
年
の

組
合
員
の
皆
様
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
関
係

機
関
・
団
体
の
尚
一
層
の
ご
支
援
・
ご

協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
新
年
の
ご
挨

拶
と
い
た
し
ま
す
。

地域座談会の開催について

期　　日
２月22日(木)
２月22日(木)
２月26日(月)
２月27日(火)
２月27日(火)
２月28日(水)
２月28日(水)

時　　間
午前10：00～正午
午後 2：00～4：00
午後 2：00～4：00
午前10：00～正午
午後 2：00～4：00
午前10：00～正午
午後 2：00～4：00

区　　域
鶴岡（上郷、豊浦、大山、西郷他)
鶴岡（黄金、大泉、田川）
羽黒
朝日
櫛引
立川
藤島

場　　所
農村センター
農村センター
泉地区地域活動センター
すまいる
櫛引スポーツセンター
狩川公民館
東栄地区地域活動センター

　令和６年２月下旬に地域座談会を開催します。日程は下記のとおりですので関心のある組合員の方は
是非ご参加下さい。

　組合では月2回の‘組合員のための相談会’を開催しています。昨年末で65名の組合員から相談を
受けておりますが、その内容は山林を相続したが場所や境界が分からない。後継者がいないので山林
を譲渡したい。森林経営管理制度はどのような内容か、間伐の補助制度についてなど、様々な相談が
寄せられています。今年も引き続き下記の日程で相談会を開催しますので、出席される方は事前に住
所、氏名、相談内容を組合本所までご連絡願います。

《開催日程及び開催場所》
 ２月15日(木）午後１時半　本所　　　　鶴岡市水沢字山之腰31－1　☎0235‒35-2515
 ３月 1 日(金）　　〃　　　立川出張所　庄内町狩川字堅田20－2　  ☎0234-56-2020
 ３月15日(金）　　〃　　　朝日出張所　鶴岡市下名川字落合3　　    ☎0235-53-2155
　※4月以降の日程は、毎月1日・15日を基本として、当日が土日、祝祭日の場合は前後に開催します。
　　なお、具体的な期日は新年度に入ってから広報等でお知らせします。

組合員のための相談会の開催について

　森林組合では、森林所有者の皆様の森林をとりまとめ森林
経営計画を策定しています。令和5年度は作成した森林経営
計画に基づき、大坂山団地外5地域で間伐及び森林作業道の
開設を実施しました。
　ご協力頂いた組合員の皆様、ありがとうございました。

団　地　名
間 伐 面 積
森林作業道
搬 出 材 積

大坂山団地
19.07ha
3,239ｍ
1,865㎥
完了

東目
2.78ha
768ｍ
384㎥
完了

松ヶ岡
2.01ha
533m

180㎥予定
実施中

座頭塚団地
9.04ha
1,500ｍ
700㎥
完了

越中山団地
12.14ha
877ｍ
980㎥予定
実施中

少連寺団地
1.83ha(R6：16ha)
2,176ｍ
R6実施
作業道完了

大坂山団地　間伐状況

令和５年度　森林経営計画に基づく事業実施状況
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　8月2日から4日までの3日間、県立庄内農業高等学校の3年生2名をインターンシップ生として
受け入れました。１日目は組合の事業概要を説明した後、下川地区のクロマツ植栽地の下刈り体験、また、
朝日製材工場及び地元木材で建設された朝日中学校を見学しました。2日目は由良地区のスギ林伐採現
場及び酒田市宮海にある‘やまがたの木乾燥センター’を見学しました。最終日は羽黒大坂山地区の作
業道開設現場や‘庄内木材流通センター’を見学し、林業の現状を学んでもらいました。今後の進路は
進学希望ということですが、卒業後は出羽庄内森林組合に就職して活躍してくれることを期待してい
ます。

羽黒大坂山の伐採現場の見学 庄内木材流通センターの見学

　10月4日羽黒高等学校による第5回目の森林保全活動が川代山東増川地区で行われました。今回は
3年生218名がクラス毎に8班に分かれて、スギ植林地の下刈り作業を行いました。はじめに、庄内総
合支庁の指導スタッフから草刈り鎌の使用方法や注意事項の説明を受けた後、班毎に分かれて指定さ
れた区域の下刈を行いました。下刈り鎌を使っての慣れない作業でしたが全員ケガも無く無事作業を
終了することが出来ました。今回の下刈り体験を通じて森林保全活動の重要性を理解し将来にわたっ
て地球温暖化防止等の取組に積極的に参加してくれることを念願しております。

指導スタッフによる事前説明 草刈り鎌による下刈り作業

庄内農業高校インターンシップ

羽黒高等学校・森林保全活動

　11月3日間伐研修会が羽黒町手向で開催されました。講師は庄内総合支庁森林整備課課長補佐の尾
形氏、指導林業士の山本啓氏、青年林業士の金子崇氏の3名で、はじめにチェンソーの持ち方、伐倒
手順等の説明を受けた後に練習台を使った実習を行いました。さらに、実際の立木伐採、玉切、木寄
せ、集材の方法などについて実技指導を受けました。今回は6名の参加がありましたが、山形市から
来た方や女性も初めて参加するなど、大変、有意義な研修会となりました。参加理由は様々ですが、
参加者からは森林・林業に関心を持ってもらい所有山林等の手入れに繋がっていくことを期待してい
ます。

チェンソーの操作方法の指導 練習台を使った実習

間伐研修会の開催

　11月21日今年度の県農業賞・林業賞・水産業
賞の表彰式が山形市で行われ、元副組合長の上
林幹夫氏が川村造林記念賞を受賞されました。
上林さんは旧立川町森林組合の役員として合併
協議を進めるとともに長年にわたって地域の森
林所有者を対象に間伐や枝打などの技術指導に
も尽力されました。

左から2番目が上林幹夫氏

上林幹夫氏・川村造林記念賞受賞
　12月8日職員研修会及び山の神祭を開催しま
した。今回の研修は「こころの健康づくりと心
のサポーター」について保健師の吉田光陽氏と
看護師の三原美雪氏からご講演頂きました。鶴
岡市の自殺者は減少傾向だが未だ全国平均より
多い実態である。自殺の未然防止のためには周
囲の見守りが大切なことを改めて実感しました。

三原美雪さんのご講演

職員研修会・山の神祭の開催
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　庄内森とみどりのフェスティバルが10月14日、
15日の両日開催されました。今回はコロナが5類
へ移行し制限無の開催となり多くの来場者があり
ました。組合ではキノコ、クリ等特用林産物の販
売の他ナメコ汁の振舞いを4年ぶりに行いました
が、大勢の方からご賞味いただきました。

ナメコ汁の振舞い

庄内森とみどりのフェスティバルの開催
　11月2日遊佐町で「庄内海岸林松くい虫
被害対策強化プロジェクト会議」が開催さ
れました。会議では今年は猛暑の影響によ
り松くい虫被害が例年の2.5倍に達している
報告がありました。
組合では毎年防除
事業に協力してい
ますが、今年は一
層の事業量の増大
が見込まれていま
す。事業実施区域
の土地所有者の皆
様からは今後とも
伐倒駆除等へのご
協力をよろしくお
願い致します。 松くい虫被害にあった

黒松林

松くい虫プロジェクト会議の開催

　今年度の組合員一日研修が10月6日に開催されました。コロナ感染症の影響を受け4年ぶりの開催
となりました。今回は、地域で生産された木質バイオマスエネルギーを活用したまちづくりに積極的
に取組んでいる最上町を訪れました。視察先は‘ウェルネスタウン最上病院’と‘若者定住環境モデルタ
ウン’の2か所で、モデルタウンではチップボイラー等による熱供給システムにより住宅や集合住宅で
燃料を補給する手間がかからず快適な生活が送られている。また、間伐材の有効活用により森林が一
層豊かになる等の説明を受け森林整備の大切さを改めて感じました。来年度も引続き実施したいと考
えておりますので組合員皆様の参加をお待ちしております。

若者定住環境モデルタウン チップボイラーによる熱供給システム

組合員一日研修の開催補助制度の紹介
令和６年度

森林施業申込受付中

　山林の手入れを希望する場合は、申込書に必要
事項をご記入の上、令和６年３月31日までに申
し込みください。不明な点はご相談ください。

再　造　林

下　　　刈

除　　　伐

枝　打　ち

保 育 間 伐
搬 出 間 伐
森林作業道

保 育 間 伐

搬 出 間 伐
森林作業道

有
無
有
無
有
無
有
無
有
有
有
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36%
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―
68%
―
68%
68%
68%
50%
50%
50%
50%

―
10%
10%
42%
32%
84%
32%
84%
32%
32%※2
―
―
―
―
―

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
34%
―
18%
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10%
22%
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―
―
―
―
―
―
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―
―

―

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
50%
50%
18%
18%

―

10年生以下

25年生以下

30年生以下

60年生以下
100年生未満

―
35年生以下
上記以外
100年生未満

―

◎ 庄内町において森林環境譲与税を活用した森林環境保全支援事業が新設されました。
◎ 山形県の再造林（計画無）の補助率変更（58%→70%）に伴い、市の嵩上補助（22%→10%）に変更されました。

庄内町

間伐実施
推進事業

―
―
32%
―
32%
―
32%
―
―
―
22%
―
―
―
―

森林環境
保全支援
事業

森林再生
促進事業・
森林作業道
開設事業

間伐推進
実施事業

鶴岡市

活用事業

鶴岡市森林環境譲与税国県等
補助率

森林経営
計画の
有無

補助対象林齢支援区分

支
　援
　事
　業

美
し
い
森
林

補助率は、事業費（補助対象経費）または県の標準単価のいずれか低い方に対する割合です。市町村の補助は県、
国の事業の嵩上補助になります。山林状況によっては事業費が増減する場合もありますので、ご理解願います。
また、森林保険、受託手数料、消費税等は補助対象経費外になりますので、100％補助でも費用負担があります。
森林作業道は搬出間伐と一体的に実施する場合に補助対象となります。
※１　４回目以降の下刈は苗木の生育状況により補助対象かどうか判断されますので事前にご相談ください。
※２　搬出間伐の嵩上補助は県の緑環境税事業が該当しない場合に対象となります。

令和５年度以降　補助制度の主な変更点(上記赤字)

☆森林整備の補助金を活用する際は、以下にご注意願います。

　①　補助金を活用して整備した箇所は、原則、森林以外への転用をしないこと

　②　補助事業完了の翌年度から５年以内（やまがた緑環境税事業は20年以内）に、当該区

　　　域の皆伐（立木竹の全面伐採除去)・転用を行う場合は、あらかじめ県（市町）へ届出

　　　し承認を得る必要があるほか、補助金返還の義務が生じること

　※当組合で整備した森林において、皆伐・林地開発（風車建設等）等の話がある場合には、

　　事前に森林組合までご相談ください。ご理解とご協力をよろしくお願いいたします。

※1
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け
が
五
類
に
移
行
し
た
こ
と
に

伴
い
日
本
経
済
も
感
染
前
の
状
態
に
戻

り
つ
つ
あ
り
ま
す
が
円
安
等
に
よ
る
輸

入
物
価
の
上
昇
に
よ
り
国
内
の
消
費
者

物
価
が
大
き
く
値
上
が
り
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
気
象
災
害
は
一
月
に
は
十
年

に
一
度
の
寒
波
が
日
本
を
襲
っ
た
ほ
か
、

七
月
か
ら
九
月
に
か
け
て
猛
暑
と
な
り

米
を
は
じ
め
と
す
る
農
産
物
の
品
質
や

収
穫
量
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い

ま
す
。
米
の
一
等
米
比
率
は
全
国
平
均

で
61
%
と
な
り
山
形
県
で
も
47
%
と
大

き
な
品
質
低
下
を
招
き
ま
し
た
。
地
球

規
模
で
の
気
候
変
動
に
よ
り
世
界
各
地

で
熱
波
に
よ
る
干
ば
つ
被
害
、
一
方
で

寒
波
や
豪
雨
等
に
よ
る
自
然
災
害
が
多

発
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
情
勢
の
も
と
、
林
業
・

木
材
産
業
に
つ
い
て
は
、「
ウ
ッ
ド

シ
ョ
ッ
ク
」
に
よ
る
一
時
的
な
木
材
価

格
の
高
騰
も
現
在
は
落
ち
着
き
を
見
せ

て
い
ま
す
が
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

や
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
は
世
界
各
国
の
経

済
政
策
や
活
動
に
強
い
影
響
を
及
ぼ
し

外
材
の
需
給
・
流
通
の
国
際
的
変
動
に

よ
り
木
材
需
要
の
不
透
明
さ
が
増
し
て

い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
中
、
組
合
で
は
第
二
次
中

期
経
営
計
画
及
び
組
合
系
統
運
動

（
R
3
〜
R
7
）
の
三
年
目
と
し
て
総
代

会
で
決
議
さ
れ
た
基
本
方
針
に
基
づ
き

各
部
門
の
取
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
は
じ
め
に
、
森
林
整
備
部
門
で
は
こ

れ
ま
で
策
定
し
た
森
林
経
営
計
画
に
基

づ
い
て
鶴
岡
市
少
連
寺
団
地
、
大
坂
山

団
地
、
庄
内
町
座
頭
塚
団
地
等
に
お
い

て
そ
れ
ぞ
れ
作
業
道
開
設
や
搬
出
間
伐

等
の
森
林
整
備
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
摩
耶
山
及
び
立
谷
沢
国
有
林
に

お
い
て
保
育
間
伐
や
伐
採
跡
地
の
植
付

け
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
庄

内
海
岸
林
を
中
心
に
国
、
県
、
市
が
発

注
す
る
松
く
い
虫
等
森
林
病
害
虫
防
除

事
業
を
継
続
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。

　
指
導
部
門
で
は
十
月
に
組
合
員
一
日

研
修
を
四
年
ぶ
り
に
開
催
し
最
上
町
の

森
林
バ
イ
オ
マ
ス
を
活
用
し
た
町
づ
く

り
を
視
察
研
修
し
た
ほ
か
、
地
域
座
談

会
や
組
合
員
の
た
め
の
相
談
会
を
開
催

す
る
な
ど
組
合
員
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に

努
め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
羽
黒
高
等
学
校
が
十
月
に
開

催
し
た
森
林
保
全
活
動
に
つ
い
て
は
事

前
の
準
備
作
業
や
当
日
に
安
全
指
導
を

行
う
な
ど
学
校
の
森
林
環
境
教
育
へ
協

力
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
従
業
員
へ

の
個
別
面
談
会
を
行
う
な
ど
就
労
環
境

の
改
善
に
も
努
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら

に
つ
い
て
は
、
二
月
下
旬
に
開
催
す
る

地
域
座
談
会
で
も
詳
し
い
情
報
を
提
供

組
合
長
年
頭
挨
拶

組
合
長
年
頭
あ
い
さ
つ

出
羽
庄
内
森
林
組
合

　
　代
表
理
事
組
合
長

　山
本
益
生

し
て
参
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
　

　
さ
て
、
戦
後
造
林
し
た
人
工
林
は
本

格
的
な
利
用
期
を
迎
え
て
い
ま
す
が
主

伐
・
再
造
林
の
循
環
利
用
は
ま
だ
進
ん

で
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、
間
伐
等
の
適
切

な
森
林
整
備
も
ま
だ
ま
だ
遅
れ
て
い
ま

す
。

　
森
林
組
合
系
統
運
動
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

は
『
地
域
森
林
の
適
切
な
利
用
・
保
全

と
林
業
経
営
の
更
な
る
発
展
』
で
す
。

当
組
合
も
そ
の
実
現
の
た
め
に
組
合
の

経
営
理
念
及
び
経
営
ビ
ジ
ョ
ン
の
も
と

組
織
の
充
実
強
化
を
図
り
収
益
性
の
向

上
と
経
営
の
安
定
化
に
努
め
て
参
り
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
組
合
員
皆
様

の
一
層
の
ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。
　

　
結
び
に
、
今
年
は
新
年
早
々
、
石
川

県
能
登
地
方
を
中
心
と
す
る
大
地
震
が

発
生
し
、
今
な
お
安
否
不
明
者
が
大
勢

お
り
被
害
の
全
容
も
把
握
で
き
な
い
状

況
が
続
い
て
い
ま
す
。
亡
く
な
ら
れ
た

方
々
の
ご
冥
福
と
被
災
さ
れ
た
皆
様
へ

お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
一

刻
も
早
い
復
旧
・
復
興
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　
地
震
や
豪
雨
災
害
等
、
自
然
災
害
が

多
発
し
て
お
り
ま
す
が
、
今
年
一
年
の

組
合
員
の
皆
様
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
関
係

機
関
・
団
体
の
尚
一
層
の
ご
支
援
・
ご

協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
新
年
の
ご
挨

拶
と
い
た
し
ま
す
。

地域座談会の開催について

期　　日
２月22日(木)
２月22日(木)
２月26日(月)
２月27日(火)
２月27日(火)
２月28日(水)
２月28日(水)

時　　間
午前10：00～正午
午後 2：00～4：00
午後 2：00～4：00
午前10：00～正午
午後 2：00～4：00
午前10：00～正午
午後 2：00～4：00

区　　域
鶴岡（上郷、豊浦、大山、西郷他)
鶴岡（黄金、大泉、田川）
羽黒
朝日
櫛引
立川
藤島

場　　所
農村センター
農村センター
泉地区地域活動センター
すまいる
櫛引スポーツセンター
狩川公民館
東栄地区地域活動センター

　令和６年２月下旬に地域座談会を開催します。日程は下記のとおりですので関心のある組合員の方は
是非ご参加下さい。

　組合では月2回の‘組合員のための相談会’を開催しています。昨年末で65名の組合員から相談を
受けておりますが、その内容は山林を相続したが場所や境界が分からない。後継者がいないので山林
を譲渡したい。森林経営管理制度はどのような内容か、間伐の補助制度についてなど、様々な相談が
寄せられています。今年も引き続き下記の日程で相談会を開催しますので、出席される方は事前に住
所、氏名、相談内容を組合本所までご連絡願います。

《開催日程及び開催場所》
 ２月15日(木）午後１時半　本所　　　　鶴岡市水沢字山之腰31－1　☎0235‒35-2515
 ３月 1 日(金）　　〃　　　立川出張所　庄内町狩川字堅田20－2　  ☎0234-56-2020
 ３月15日(金）　　〃　　　朝日出張所　鶴岡市下名川字落合3　　    ☎0235-53-2155
　※4月以降の日程は、毎月1日・15日を基本として、当日が土日、祝祭日の場合は前後に開催します。
　　なお、具体的な期日は新年度に入ってから広報等でお知らせします。

組合員のための相談会の開催について

　森林組合では、森林所有者の皆様の森林をとりまとめ森林
経営計画を策定しています。令和5年度は作成した森林経営
計画に基づき、大坂山団地外5地域で間伐及び森林作業道の
開設を実施しました。
　ご協力頂いた組合員の皆様、ありがとうございました。

団　地　名
間 伐 面 積
森林作業道
搬 出 材 積

大坂山団地
19.07ha
3,239ｍ
1,865㎥
完了

東目
2.78ha
768ｍ
384㎥
完了

松ヶ岡
2.01ha
533m

180㎥予定
実施中

座頭塚団地
9.04ha
1,500ｍ
700㎥
完了

越中山団地
12.14ha
877ｍ
980㎥予定
実施中

少連寺団地
1.83ha(R6：16ha)
2,176ｍ
R6実施
作業道完了

大坂山団地　間伐状況

令和５年度　森林経営計画に基づく事業実施状況
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出羽庄内森林組合

出羽庄内森林組合
（スマートフォン対応）

おらほの
林業人 Vol.

16

成 田 有 孝
（鶴岡市伊勢原町）

39歳（林業歴 11年）

●今後の目標
　組合に入って11年になります。危険な仕事です
が安全で効率の良い作業を心掛けたいと思います。
組合員の皆様、何卒よろしくお願い致します。

当組合ではきのこ種菌を販売しております。
ぜひご利用ください。

R6年春植え用（4月上旬入荷予定）

本　　　所：0235-35-2515
朝日出張所：0235-53-2155

（火・金 営業）

●シイタケ（春出）
●シイタケ（春秋）
●ナ メ コ（中生）

※上記以外の時期も取り扱っていますのでご相談ください。

取扱
品目

●河村式（　500コマ入/瓶）1,870円（税込）

●森　式（1,000コマ入/袋）4,620円（税込）

取扱
メーカー

きのこ種菌の注文受付中きのこ種菌の注文受付中

広葉樹市 販売数量

令和5年12月13日 258㎥

買方

18人

樹種・参考価格（高値）等
サクラ 4.00m 48㎝ 100,000円/㎥、ブナ 2.20m 50㎝ 56,990円/㎥、
ホオ 2.20m 46㎝ 49,980円/㎥、オニグルミ 5.00m 40㎝ 82,000円/㎥、
クリ 4.00m 46㎝ 67,900円/㎥、トチ 4.00m 60㎝ 169,000円/㎥

（市況概要） 天童共販所
　12/11は国有林より入荷した高品質材「前森スギ」の特選選木市
を行いました。前森スギは、6.00－10.00mの長尺材であり、23,000
円/㎥程度での落札となりました。若干、若齢級であった事、特寸
長尺材の案件なども弱さもあり、高値販売には至りませんでした。
　12/13は今シーズン初の広葉樹市を開催、過去最高の出材となり、
県外より新たな買い方が参入するなど、ブナ、ホオ、オニグルミな
どを中心に昨年以上の応札数・落札単価と大盛況の市となりました。

（市況概要） 庄内共販所
　12/18に70年～100年の高齢級材の他、定尺材の良材を入荷し、
納市を開催致しました。県内外からの買手側の活発な応札があり、
特に3.65m材は不足感も重なり、高値は16,000円台で落札と推移
しました。3.00mと4.00m材の柱材・中目材もほぼ完売となり、来年
度に向け買手側より、入荷増の要望を頂いております。
　冬期間は積雪の影響から出荷量の不足が見込まれることか
ら、現場での作業の際はお声かけ宜しくお願いします。本年度
は、出荷ご協力ありがとうございました。
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令和５年度　山形県森連木材流通センター　12月市況令和５年度　山形県森連木材流通センター　12月市況
単位　円／㎥

天　　　　　童木材流通センター
市　　　　日

市　　　　日
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選木
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スギ
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

樹種 径級（㎝） 高値 中値 安値 前回比
第　306　回　12　月　18  日第　1334　回　12　月　11  日

第　 　回　   月　   日第　1335　回　12　月　25  日
樹種
スギ
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

4.00
〃
〃
〃
〃

3.65
〃

3.00
〃

36上
30上
20上

14～18
13下
20上

14～18
20上

14～18

16,200

15,120

14,760

15,480

14,400

14,400

－

－

－

○

○

○

選木
長級（ｍ） 径級（㎝） 高値 中値 安値 前回比

備考

備考

高値 中値 安値 前回比

高値 中値 安値 前回比

備考

備考

庄　　　　　内

概　　　　要 販売量　467㎥　買方　13人 販売量　509㎥　買方　15人

概　　　　要 販売量　75㎥　買方　3人 販売量　 ㎥　買方　 人
△高　○保合　●安


